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ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
活
火
山

火山都市国際会議の豆知識 その11その11その11
火山都市国際会議島原大会事務局（☎65-5540）

⬆溶岩流のコントロールに成功した
　アイスランド

　いよいよ国際会議まであと２カ月余りとなりました。間もなく講演プログラ
ムが公開されます。
　今回の火山都市国際会議の豆知識では、学術会議（シンポジウム）での発表・
討論のテーマの二つ目「火山と都市」の紹介です。
　火山めぐりは、日本の反対側の火山国・アイスランドの火山の紹介です。

　
火
山
都
市
国
際
会
議

で
は
、
世
界
各
国
か
ら

の
研
究
者
や
防
災
関
係

者
が
集
ま
り
、
三
つ
の

テ
ー
マ
に
分
れ
て
研
究

論
文
発
表
や
討
論
を
行

い
ま
す
。
今
回
は
二
つ

目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ

ー
マ
で
あ
る
「
火
山
と

都
市
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
さ
ら
に
四
つ
の
分
科

会
に
分
れ
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
自
然
災

害
へ
ど
う
対
処
す
る
か
：

噴
火
の
歴
史
と
教
訓
か

ら
学
ぶ
」
で
す
。

　
こ
の
分
科
会
で
は
、

大
規
模
自
然
災
害
を
研

究
す
る
科
学
者
や
、
自

治
体
な
ど
の
防
災
関
係

者
、
報
道
機
関
が
集
ま

り
、
過
去
の
実
例
や
類

似
の
災
害
事
例
を
検
討

し
て
、
火
山
噴
火
の
予

知
情
報
に
ど
う
備
え
る

の
か
、
あ
る
い
は
実
際

に
火
山
が
噴
火
し
た
と

き
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
に
つ
い
て
発

表
や
議
論
を
し
ま
す
。

火
山
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

の
設
定
や
、
そ
の
住
民

へ
の
伝
達
手
段
と
し
て

の
報
道
機
関
の
役
割
も

議
論
さ
れ
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
長
期
的

な
火
山
災
害
と
リ
ス
ク

の
評
価
」
で
す
。
阿
蘇

カ
ル
デ
ラ
が
で
き
る
よ

う
な
巨
大
な
火
山
噴
火

の
発
生
頻
度
は
と
て
も

低
い
も
の
で
す
が
、
絶

対
無
い
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
こ
の
よ
う

な
噴
火
が
現
代
に
発
生

す
る
と
、
地
域
社
会
の

み
な
ら
ず
、
全
世
界
的

に
大
き
な
影
響
が
及
び

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大

噴
火
に
よ
る
災
害
・
リ

ス
ク
を
科
学
的
に
捉
え

る
の
が
こ
の
分
科
会
の

テ
ー
マ
で
す
。

　
三
つ
目
は
「
火
山
活

動
の
基
幹
施
設
へ
の
影

響
と
効
果
的
な
減
災
対

策
」
で
す
。

　
災
害
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
っ
て
も
防
ぎ

き
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
い
か

に
被
害
を
少
な
く
す
る

か
と
い
う
「
減
災
」
対

策
が
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
北
大
西
洋
に
浮
か
ぶ

絶
海
の
孤
島
で
す
。
大
西
洋
の
中
央
を
南

北
に
巨
大
な
海
底
山
脈
（
海
嶺
）
が
横
断

し
て
お
り
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
そ
の
海
底

山
脈
の
一
部
が
た
ま
た
ま
海
上
に
顔
を
出

し
た
島
で
す
。

　
こ
の
海
底
山
脈
は
活
発
な
海
底
火
山
の

列
か
ら
な
っ
て
お
り
、
常
に
新
し
い
マ
グ

マ
が
地
下
か
ら
わ
き
出
て
、
一
年
に
数
セ

ン
チ
の
速
さ
で
東
西
に
新
し
い
プ
レ
ー
ト

を
作
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
新
し
い
プ

レ
ー
ト
（
北
米
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
）
が
延
々
と
東
西
に
旅
を
し
て
、

地
球
の
反
対
側
で
衝
突
し
て
い
る
の
が
日

本
列
島
で
す
。

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
中
央
を
海
嶺
が
縦
断

し
、
た
く
さ
ん
の
火
山
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
寒
冷
地
で
あ
る
た
め
、
氷
河
も
多
く

氷
河
の
下
で
噴
火
が
起
こ
り
、
氷
を
溶
か

し
て
大
洪
水
を
起
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
九
七
三
年
の
ヘ
イ
マ
エ
イ
島
で
の
噴

火
で
は
、
多
量
の
粘
性
の
高
い
溶
岩
が
町

の
家
を
一
軒
一
軒
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し

た
。
人
々
は
消
防
ポ
ン
プ
で
溶
岩
に
多
量

の
海
水
を
か
け
て
冷
却
す
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
ち
っ
ぽ
け

な
作
戦
が
大
成
功
を
収
め
、
溶
岩
の
動
き

を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
類
が

溶
岩
流
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
た
初
め
て

の
例
と
言
え
ま
す
。

　
来
年
夏
に
は
、
火
山
都
市
国
際
会
議
の

上
位
機
関
で
あ
る
、
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
（
国

際
火
山
学
地
球
内
部
化
学
協
会
）
の
学
術

大
会
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
執
筆
…
松
島
健
九
州
大
学
地
震
火
山
観

測
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
理
学
博
士
）

（11）


